
2017（H29）学部シラバス

社会福祉学科 ／ 専門基礎科目群
授業科目 

家族関係論 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
少⼦⾼齢化が進展する中で、家族は⼤きく変化し、多くの課題に直⾯している。そこで、現代家族のさまざまなあり⽅について学ぶとと
もに、⾃らの育った家族が多様な家族の中の⼀形態であることを認識する。そして、福祉社会の動向を把握し、⽀援を必要とする多様な
家族について社会福祉との関係から考える。

授業の目的
現代における家族関係の多様な様態や関連する諸問題を、社会福祉とのかかわりから理解する。また、1年次前期の授業であることから、
今後、より深く専門科目を学ぶための基礎となる知識や考え⽅を⾝につける。さらに、現代社会における課題を認識する⼒を養う。

学習目標
１．現代家族の多様な様態や直⾯する諸問題について認識する。
２．社会福祉とのかかわりから家族関係を理解する。
３．家族に関する社会福祉の専門的な知識に根差した思考や判断⼒を⾝につける。
４．福祉社会の動向に関⼼を持ち、現代社会における家族の課題を理解する。

授業計画

担当教員名
寺⽥ 貴美代

対象学年 1 対象学科 社会

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 2 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ○ ◎ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 授業ガイダンス︓シラバスの確認・授業概要説明 講義 寺⽥ 貴美
代

2 家族に関する基礎１︓家族および⼈⼝、世帯の基礎を理解する。 講義 寺⽥ 貴美
代

3 家族に関する基礎２︓個⼈と家族との関係理解する。 講義 寺⽥ 貴美
代

4 家族に関する基礎３︓社会的背景を知る重要性を理解する。 講義 寺⽥ 貴美
代

5 夫婦と家族１︓結婚や夫婦のライフスタイルから家族について考える。 講義 寺⽥ 貴美
代

6 夫婦と家族２︓ドメスティック・バイオレンスの現状や問題を理解する。 講義 寺⽥ 貴美
代

7 ⼦どもと家族１︓児童虐待から家族について考える。 講義 寺⽥ 貴美
代

8 ⼦どもと家族２︓貧困家庭と⼦どもの問題から家族について考える。 講義 寺⽥ 貴美
代

9 ⼦どもと家族３︓障がい児の⼦育てから家族について考える。 講義 寺⽥ 貴美
代

10 ⾼齢者と家族１︓⾼齢者の⽣活から家族について考える。 講義 寺⽥ 貴美
代

11 ⾼齢者と家族２︓⾼齢化や⾼齢者介護から家族について考える。 講義 寺⽥ 貴美
代

12 ⾼齢者と家族３︓⾼齢者虐待の問題から家族について考える。 講義 寺⽥ 貴美
代

13 ⾃殺対策と家族︓社会問題としての視点から⾃殺について考え、社会的取り組みを
理解する。

講義 寺⽥ 貴美
代

14 授業の総括１︓授業のポイントを復習し、総括する。最終レポートの説明と確認を
する。

講義 寺⽥ 貴美
代

15 授業の総括２︓授業のポイントを復習し、総括する。 講義 寺⽥ 貴美



使⽤図書

評価⽅法
レポートと、授業中の課題によって評価します。レポートは授業のテーマに関連した論述課題により、講義内容の理解度を問うととも
に、授業内容を踏まえて受講者が考えたことを記述する形式です。授業中の課題は、授業の振り返りシート（ワークシート）の提出内容
による評価です。

履修上の留意点
第１回目の授業において講義の概要や受講⽅法を説明します。履修希望者は必ず出席してください。

オフィスアワー・連絡先
⽇時︓⽊曜⽇ 12時30分〜14時30分
場所︓E315研究室
E-mail︓terada@nuhw.ac.jp※メール送付の際は、タイトルと本⽂の両⽅に、学籍番号と名前を記載してください。

代

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 特に使⽤しません。毎回、プリントを配布するため、この授業専⽤のファイルを⽤意してください。

参考書

『問いからはじめる家族社会学』 岩間暁⼦ほか 有斐閣 2015年 購⼊の必要はありませ
ん。

『データで読む平成期の家族問題』 湯沢雍彦 朝⽇新聞出 2014年 購⼊の必要はありませ
ん。

『ライフコースとジェンダーで読む家
族』第3版

岩上真珠 有斐閣 2013年 購⼊の必要はありませ
ん。

その他の資料 適宜、授業中に資料を紹介します。授業を通して関⼼を持ったテーマについては、積極的に情報収集を⾏い、テーマを
深く掘り下げてほしいと思います。


